2011年12月議会　22年度後期高齢者医療特別会計決算　反対討論　我如古一郎　

　私は、日本共産党那覇市議団を代表して、認定第８号、２０１０年度（平成２２年度）那覇市後期高齢者医療特別会計決算について、反対討論を行います。

　後期高齢者医療制度は７５歳以上の高齢者を若い世代と分離して別勘定の制度に囲い込み、重い負担を押し付ける仕組みです。高齢者の医療費と負担を直結させ、“医療にかかりたいなら重い負担をがまんせよ”と迫る高齢者いじめに国民の批判が沸騰しました。

高齢者の皆さんをはじめ、多くの国民は、保険料が高いことや、年金天引きのことだけで、この制度に怒ったのではありません。お年寄りの医療費が高すぎるといって目の敵にし、現役世代との公平性の名の下に不公平感をあおり、高齢者の存在自体を財政悪化の原因、悪者のように扱い、戦後日本の発展に尽くしてこられた高齢者の皆さんに対する、敬いの心が全くなく、お年寄りをじゃま者扱いしている、この制度をつくった国の姿勢に対して怒っているのです。


　制度が創られる直前、沖縄県老人クラブ連合会も、制度の廃止を求める県民集会を開き、「いのちと健康を年齢で差別する、そのような国・政治に未来はないといわなければなりません」と声明を出しました。
「長生きするなと言っているのか」「後期なんて言われると頭に来るんだよ｣、これが高齢者の皆さんの悲痛な声であり、国民の声だと思います。
ところが、「後期高齢者制度を廃止にしたら、現場が混乱する」とか、「持続可能な皆保険制度の維持や高齢者医療の改革」のためにはしかたがない、「国の制度だから予算の中身だけを論じればよい」という人たちがいます。高齢者の皆さんの制度に対する怒りをどのように受け止めているのでしょうか。

私たち日本共産党は「欠陥のある制度であれば予算や決算にも反対」することは当然と考えます。地方自治体は住民の福祉を守ることが第一の仕事です。国が決めたことだからと何でも賛成の立場は、議会や議員のチェック機能を自ら放棄し、地方分権の立場とも相容れないものであり、市民の理解を得られないと考えます。

　この後期高齢者医療制度が導入された影響で、那覇市の国民健康保険特別会計では前期高齢者分に関する特別交付金が大幅に減額され、大幅な赤字の原因を作りました。

制度そのものの大きな欠陥であります。大混乱を起こした張本人は、年齢で医療に差別を持ち込んだ後期高齢者医療制度そのものです。

　そもそも高齢者医療の財政を悪化させた最大の要因は、社会保障抑制路線による、国庫負担の削減です。老人医療費に対する国庫負担は、1983年では45％でしたが、後期高齢者医療制度の導入で2008年には国庫負担はわずか35％まで落ち込みました。
持続可能な制度をつくると言うのであれば、赤字の原因をつくり、削減してきた国庫負担をもとに戻すべきです。
　民主党政権がたくらんでいる後期高齢者医療制度にかわる新制度は、現行の市町村国保とは別勘定の都道府県単位の制度をつくって、その制度に加入させるとしています。高齢者に医療費の「１割相当」を負担させ、高齢者人口の割合が増え、医療費が増えるにつれて保険料を値上げするという、制度設計です。

　これでは、現行の後期高齢者医療制度とまったく変わりがありません。装いは「新制度」に変わっても、中身は後期高齢者医療制度の根幹を温存。「単なる看板の掛け替えにすぎない」と批判が出ています。

　厚労省の試算では、「新制度」に組み込まれる７５歳以上の保険料は１５年後には１・５倍に増加します。しかも、ほかの保険に加入するすべての世代の保険料も同じように上がり、国の負担だけが大幅に抑えられることになります。

民主党政権が誕生した頃、少なくとも「国民の生活が第一」という政策的な対決軸がありました。しかし今や、民主党政権は国民との約束を踏みにじり続け、社会保障の削減、消費税増税など、自ら自民党政治との対決軸を葬り去っています。

　いま国民の暮らしと医療制度を守るためには、社会保障費の削減ありきから抜け出すことです。そのための財源は、今年も行っている１兆５千億円もの大企業・大資産家への行き過ぎた減税をやめること。
日本１国だけで米国の２６の同盟国の全てを足してもダントツに多い、在日米軍駐留経費（５３００億円）の削減、条約上も出す義務のない思いやり予算（毎年１９００億円）をやめること、政党助成金（３２０億円）を廃止することなどで２兆円以上の財源が生まれます。
社会保障の財源を理由にした消費税の増税などもってのほかです。

これまでの古い政治からの転換が求められております。

　よって、日本共産党那覇市議団は、現代版「姥捨て山制度」とも呼ばれる後期高齢者医療制度の廃止を求め、「いのちの平等」を政治の責任で守る立場から、認定第８号、2010年度（平成22年度）那覇市後期高齢者医療特別会計決算について、反対をするものです。

　議員各位のご賛同をよろしくお願いします。
